
平成２３年度当初予算案

主要事項説明資料

農 林 水 産 部



農　林　水　産　部

1 京力農業づくり事業費 各課

2 共に育む「命の里」事業費　　 農村振興課、担い手支援課

3 京都モデルファーム推進事業費 担い手支援課

4 ふるさとのあすをひらく新規就業支援事業費 担い手支援課

5 五感いきいき農の食育推進事業費 食の安心・安全推進課

6 「いただきます。地元産」プラン推進事業費 食の安心・安全推進課

7 きょうと「食の安心・安全」確保事業費 食の安心・安全推進課

8 「茶の極み塾」支援事業費 農産課

9 京の森を守り育てる担い手１，０００人づくり事業費
林務課、
モデルフォレスト推進課

10 京都モデルフォレスト創造事業費 モデルフォレスト推進課

11 由良川里山回廊構想推進プロジェクト事業費 モデルフォレスト推進課

12 低コスト高生産システム技術養成事業費 林務課

13 野生鳥獣被害総合対策事業費 森林保全課

14 森林の恵みを届ける京の森整備事業費
林務課、森林保全課、
モデルフォレスト推進課

15 水源林緊急整備事業費 林務課

16 府内産木材利用促進事業費 林務課

17 緑の公共事業費　　　　　　　　　　 共通

18 農林水産業基盤整備事業費 各課

19 共に支える高齢者総合対策費 農村振興課
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平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京 力 農 業 づ く り 事 業 費
きょう りょく

予 算 額 ３，３４９，５５６千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

担い手の減少・高齢化、産地間競争の激化、異常気象などにより厳しい状

況にある京都府の農業を将来にわたって持続的に発展させるため、農業経営

体の強化、ブランド力の強化、生産基盤の強化を通じて、京の強い農業づく

りを推進する。

２ 事業概要
（単位：千円）

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

担当課名 農 政 課 企画政策担当
課・担当

０７５－４１４－４８９８
電話番号

農林水産－１

予算額 事　　業　　の　　概　　要

1,000 農業関係団体、消費者、学識経験者等で構成する「京力農
業づくり推進委員会」を設置し、足腰の強い農業づくりを推進

259,074 ・農商工連携・六次産業化による農業ビジネス育成支援
・集落営農組織等の法人化、経営多角化支援

24,260 ・輸出に取り組む農業者のための専門家による支援
・府内産農林水産物の海外でのＰＲ、普及活動の実施

156,775 ・京の農産品のブランド認定及び販売促進
・ブランド京野菜等生産のための技術開発・普及

36,000 「丹後・食の王国構想」の実現に向け、丹後あじわいの郷等
を核として、丹後の「食」のブランド化・高付加価値化を推進

2,164,881 農業生産基盤の整備

499,166 中山間地域等における農業生産活動及び多面的機能を増
進する活動に対する支援

213,700 農道や用排水路等の維持・管理に加え、環境保全等の取組
に対する支援

3,349,556

輸出促進事業費
（一部再掲）

事　　　　　　項

京力農業づくり推進費　　～　施策推進のエンジン　～　

京力農業づくり推進費

京の農業経営体強化事業費　　～　経営力向上　～  

農業経営支援事業費

生産・環境基盤整備事業費

合　　　　計

京の農産物ブランド力強化事業費　　～　差別化・ブランド化　～  

ブランド戦略推進事業費

丹後・食の王国構想プロジェ
クト推進事業費

京の農業生産基盤強化事業費　　～　持続可能な農業の下支え　～  

農の生産基盤づくり事業費

中山間地域等直接支払事
業費



事　　業　　の　　概　　要 予算額

1,000

農業関係団体、消費者、学識経験者等で構成する「京力農業づくり推進
委員会」を設置し、足腰の強い農業づくりを推進

1,000 1 - 2

278,034

・農商工連携・六次産業化による農業ビジネス育成支援
・集落営農組織等の法人化、経営多角化支援

259,074

農業１億円経営体倍増事業費
地域の雇用拡大と所得向上を目指す農業経営体の経営強化及び農林水
産物の輸出ビジネスを支援

(188,500) 1 - 3

農業ビジネス支援事業費
農商工連携による農業ビジネスの育成等を図るため、農業経営の総合的
窓口を設置し、段階に応じ支援

(9,500) 1 - 4

農業経営力強化総合対策事業費
農業経営の法人化や農業法人の経営力強化、認定農業者等の確保・育
成等の総合的支援

(37,000) 1 - 5

担い手活用農地バンクシステム整
備事業費

新規就農者、農業法人等に対して、利用可能な農地を広域的に調整・
あっせん

(24,074) 1 - 6

・輸出に取り組む農業者のための専門家による支援
・府内産農林水産物の海外でのＰＲ、普及活動の実施

24,260

京の農林水産物海外進出事業費
（一部再掲）

海外輸出を支援し、世界に通用する農業経営体等の育成や府内産農林
水産物・加工品のブランド力向上

(24,260) 1 - 7

192,775

・京の農産品のブランド認定及び販売促進
・ブランド京野菜等生産のための技術開発・普及

156,775

「ほんまもん京ブランド」推進戦略
事業費

「ほんまもん京ブランド」推進戦略に基づきブランド品目の販売拡大の取
組を実施

(7,200) 1 - 8

京野菜こだわりプロジェクト推進事
業費

ブランド京野菜等の高付加価値化を図るため、京都こだわり生産認証制
度の運用や生産施設整備への支援

(85,000) 1 - 9

伸ばそう京の特産産地づくり支援
事業費

中小規模農家等が行う収益性の高い水田農業の確立に向けた取組を支
援

(58,575) 1 - 10

有機農業・環境調和型農業支援事
業費

有機農業をはじめとする、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の
高い営農活動を支援

(6,000) 1 - 11

「丹後・食の王国構想」の実現に向け、丹後あじわいの郷等を核として、丹
後の「食」のブランド化・高付加価値化を推進

36,000 1 - 12

2,877,747

農業生産基盤の整備 2,164,881

中山間地域等における農業生産活動及び多面的機能を増進する活動に
対する支援

499,166 1 - 13

農道や用排水路等の維持・管理に加え、環境保全等の取組に対する支
援

213,700

農業経営体生産環境整備事業費 農業参入経営体が行う農道・用排水路等の維持管理を支援 (5,000) 1 - 14

農と環境を守る地域協働活動支援
事業費

地域ぐるみでの農地を守る協働活動や化学肥料・化学農薬使用の低減
の取組等に対する支援

(208,700) 1 - 15

3,349,556合　　　　計

農林水産－１－１

京力農業づくり事業費一覧
（単位：千円）

生産・環境基盤整備事業費

中山間地域等直接支払事業費

京の農業生産基盤強化事業費　　～　持続可能な農業の下支え　～  

京の農業経営体強化事業費　　～　経営力向上　～  

京力農業づくり推進費　　～　施策推進のエンジン　～　

京の農産物ブランド力強化事業費　　～　差別化・ブランド化　～  

京力農業づくり推進費

農業経営支援事業費

事　　　　　　項

輸出促進事業費

頁

丹後・食の王国構想プロジェクト推進
事業費

ブランド戦略推進事業費

農の生産基盤づくり事業費



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名
京力農業づくり事業費

京 力 農 業 づ く り 推 進 費

予 算 額 １，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京都府の農業を将来にわたって持続的に発展させるため、「京力

農業づくり推進委員会」を設置し、足腰の強い農業づくりを推進す

る。

事 業 内 容

目 的

対 象 ２ 事業概要

方法等

農業関係団体、消費者、学識経験者などで構成する経営力強化の

推進エンジンとなる「京力農業づくり推進委員会」を設置し、府農

林水産振興基本計画に即した、施策の推進・点検・評価を実施

担当課名 農 政 課 企画政策担当
課・担当

０７５－４１４－４８９８
電話番号

農林水産－１－２



農林水産－１－３

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

農業１億円経営体倍増事業費

予 算 額 １８８，５００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

地域資源を活用した新商品開発等により地域の雇用拡大と所得向上を目指

す農業経営体の経営強化や、世界に通じる知名度を持つ京都の強みを生かし

た京都府産農林水産物の輸出ビジネスの支援等により、力強い農業経営体を

育成する。

２ 事業概要

(１) 農業経営体育成事業 １８３，２００千円

事業内容 ア 農業経営体サポート事業

農業経営体の経営強化を図るため、農業ビジネス応援隊の活用等により、

目 的 ビジネスプランの作成支援やブラッシュアップ等を実施

対 象 イ 農業経営体育成助成金

方法等 農業経営体の経営強化を図る取組に対し、必要な経費を助成

（ア）事業主体 農業法人等の農業経営体

（イ）対象事業 推進事業、施設・機械整備事業

（ウ）補助率等 補 助 率：事業費の３０％以内

補助額上限：１申請当たり３０，０００千円

(２) 農産物輸出ビジネス支援事業 ５，３００千円

輸出に関する相談業務や情報提供、インターネット輸出、専門家派遣による

ハンズオン支援により、世界に通じる力強い経営体を育成

事業主体 （財）京都産業２１

担当課名 担い手支援課 農業ビジネス担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０８



農林水産－１－４

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

農業ビジネス支援事業費

予 算 額 ９，５００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

農商工等連携による農業ビジネスの取組を推進し、農業経営の新たな展

開を図るため、京都アグリビジネス２１（仮称）が行う専門家派遣や交流

会開催によるビジネスマッチング、新たに開発する加工食品の試作品づく

りに必要な助言等、発展段階に応じた支援を行う。

２ 事業主体

京都アグリビジネス２１（仮称）

３ 事業概要

事業内容 （１）農商工連携等支援事業

農業ビジネスに関する情報を提供するとともに、「ビジネスサポー

目 的 トチーム」を設置し、農林水産業・商工業・流通業の専門家で構成さ

対 象 れる「サポーター」による掘り起こしやビジネスマッチング、企業経

方法等 営者・税理士等で構成される「応援隊」による具体的な課題に対する

助言・指導など、発展段階に応じた支援活動を行う。

（２）食の試作ネットワーク事業

大学、コーディネーター、流通業者や食品加工会社等からなるネ

ットワークを構築し、農業者が行う加工食品等の試作開発段階の支援

により、六次産業化を促進

（３）京都アグリビジネス２１（仮称）設置運営支援事業

事業推進に係る活動経費に対する助成

担当課名 担い手支援課 農業ビジネス担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０８



農林水産－１－５

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

農 業 経 営 力 強 化 総 合 対 策 事 業 費

予 算 額 ３７，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

地域農業を担う安定的・継続的な農業経営体を確保・育成するため、農業

経営の法人化や農業法人の経営力強化、認定農業者等の確保・育成等の支援

を総合的に実施する。

２ 事業概要

（１）農業ビジネス力強化推進事業

農業経営の法人化や農業法人の経営力強化等の支援

①法人税制や会計等の法人化研修会等の開催

②専門課題に対応できる中小企業診断士等のスペシャリストの派遣

事業内容 ③地元密着型の法人化請負人による、発展段階に応じた支援

④スペシャリスト等を活用した農業法人等の個別相談会等を開催

目 的

対 象 （２）農業生産法人育成事業

方法等 大豆や小豆等地域特産物の生産組織等の生産出荷体制等を強化するため、

生産性向上のための新技術の導入やオペレーターの技術研修等に要する経費

を助成

（３）認定農業者等確保・育成事業

認定農業者を目指す農業者や、集落営農組織の経営力強化を図り経営感覚

に優れた経営体を確保・育成するために行う市町村の活動を支援

①簿記・税務等や現地視察等の研修会の開催

②スペシャリスト等を活用した個別指導 他

（４）若手農業者経営力向上支援事業（認定就農者支援活動）

京都アグリビジネス２１(仮称)が実施する認定農業者を目指す認定就農者

の規模拡大等に必要な農業用機械・施設のリース事業に係る経費を助成

担い手支援課 新規就業・金融担当 ０７５ー４１４ー４９０２

担当課名 農 業 ビ ジ ネ ス 担 当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９０８

農 産 課 京の米・豆・保険担当 ０７５－４１４－４９５３



農林水産－１－６

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

担い手活用農地バンクシステム整備事業費

予 算 額 ２４，０７４千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

新規就農希望者や団塊世代の定年帰農者等の円滑な就農を支援するため、府

農業開発公社に「担い手活用農地バンク」を設置・運営し、集落において利用

可能な農地を紹介・あっせんする。

また、認定農業者や農業法人等の経営拡大を支援するため、農地の団地的集

積に係る促進費を交付するとともに、農の担い手ネットワークの推進による広域的

な農地の利用調整や各種支援制度の紹介等を実施する。

２ 事業概要

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容

担い手活用農地バン 京都アグリ ・利用可能農地の情報を登録発信し、

事業内容 ク設置事業 ビジネス 21 新規就農希望者等に紹介・あっせん

（仮称） ・農業経営継承の支援

目 的

対 象 担い手活用農地バン 府 ・農地有効活用に向けた普及啓発

方法等 ク普及啓発事業

農地有効活用促進事 農地利用集 ・農地の面的集積に係る促進費の交付

業 積円滑化団 ・農地の面的集積を促進するための推

体 進員の設置等

京都アグリ ・農地バンクが利用権設定した農地に

ビジネス 21 係る管理耕作

（仮称）

市町村

農の担い手ネットワ 京都アグリ ・認定農業者や農業法人等の経営拡大

ーク推進事業 ビジネス 21 に係る広域的な農地の利用調整等

（仮称）

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９４２



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

京 の 農 林 水 産 物 海 外 進 出 事 業 費

予 算 額 ２４，２６０千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

府内産農林水産物の海外輸出を支援することで、世界に通用する農業経営

体等の育成や府内産農林水産物・加工品のブランド力向上に繋げるとともに、

農業分野での海外進出をきっかけに京都の文化、観光などを海外にＰＲし、

外国との交流を進める。

事業内容 ２ 内 容

（１）農産物輸出ビジネス支援事業費 ５，３００千円

目 的 輸出に関する相談業務や情報提供、インターネット輸出、専門家派遣によ

対 象 るハンズオン支援により世界に通じる強い農業経営体を育成する。

方法等

（２）京の食と文化海外輸出促進事業費 １４，９６０千円

府内産農林水産物・加工品を世界へ発信することにより、府内産農林水産

物のブランド力を高め、生産者の所得及び生産意欲の向上を図る。

（３）京都フランス交流促進事業費 ４，０００千円

フランス バス=ノルマンディ州との民間レベルの交流促進のため、同州

でのフェア開催や同州関係者を京都に招き京都をＰＲする。

担 い 手 支 援 課 農 業 ビ ジ ネ ス 担 当 課 ・ 担 当 ０７５－４１４－４９０８

担当課名 研究普及ブランド課 ブ ラ ン ド 推 進 担 当 電 話 番 号 ０７５－４１４－４９４０

農 産 課 宇治茶・特産振興担当 ０７５－４１４－４９６１

農林水産－１－７



農林水産－１－８

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

「ほんまもん京ブランド」推進戦略事業費

予 算 額 ７，２００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

従来の京野菜を中心としたブランド対策に畜産物、水産物、米、茶、

加工品などを加えて、新たな「京ブランド」を展開し、高品質で高級感の

ある京都の農林水産物やその加工品を多くの消費者や流通関係者などにＰＲ

し、需要拡大を図る。

特に、料理店や加工企業などと連携し、料理店と連携したメニューづくり

や新たな加工品づくりによる需要拡大を図る。

２ 事業概要

（１）旬の京野菜提供店と連携した京づくしプランの作成

今回拡大する新たな「京ブランド」を使った京づくし料理を旬の京野菜

事業内容 提供店でメニュー化し、首都圏からの観光コースなどに組み込んで新たな

ブランドをＰＲする。

目 的 （２）首都圏での「旬の京野菜提供店」の認定

対 象 京都で京野菜など京のブランド産品を食材として使用する料理店として

方法等 認定している「旬の京野菜提供店」を新たに首都圏で認定する。

（３）「新ブランド」を原材料とした新たな土産物の開発

京都の観光客に京野菜等を原料とした土産物を提供できるよう加工企業

等と共同で開発する。平成２３年度は京野菜スイーツを重点的に行う。

（４）啓発資料の作成

今回ブランド対象を拡大するにあたり、ポスターやリーフレットなどを

作成し、府民や京都を訪れる観光客にＰＲする。

（５）京野菜検定の実施

京野菜の生産や料理、京の食文化としての歴史など、京野菜の魅力や

美味しさを広くＰＲするとともに、京野菜についての理解と認識を深めて

もらうため京野菜検定を実施する。

（６）「新京ブランド」認証事業助成

高品質で安心・安全な京のブランド産品を原材料として使用した

ブランド加工品の審査・検査体制を整備する。

担当課名 研究普及ブランド課 ブランド推進担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９４０



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京力農業づくり事業費

事 業 名 京野菜こだわりプロジェクト推進事業費

予 算 額 ８５，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

事 業 内 容 京都ならではの環境にやさしい農業への取組や、栽培方法等に係

る情報の提供等を要件とした「京都こだわり栽培」の総合的な推進

により、消費者等への信頼感を向上させ、ブランド京野菜の付加価

値を高める。

目 的 ２ 内 容

対 象

事 業 名 事 業 内 容

方 法 等

京野菜こだわり技術 ○土づくりの普及・啓発

の実証・普及事業 ○環境にやさしい農業技術の実証・普及

ほんまもん京ブランド ○ほんまもん京ブランドの産地育成に向けた

産 地 支 援 事 業 条件整備支援

○京都こだわり農法の導入活動支援

京 都 こ だ わ り ○京都こだわり農法に基づき生産されたブラ

生 産 認 証 事 業 ンド京野菜等を認証するシステムの運営

担当課名 農産課 環境にやさしい農業推進担当 課 ・ 担 当 ０７５－４１４－４９４４

京野菜振興担当 電 話 番 号

農林水産－１－９



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

伸ばそう京の特産産地づくり支援事業費

予 算 額 ５８，５７５千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

中小規模農家が多い本府農業実態を踏まえ、環境等にこだわった市場競争

力の高い京都米づくりと有利販売を促進するとともに、実需業界からの評価

が高い小豆、黒大豆を中心に、幅広い生産・出荷対策を講じ、京都らしい持

続的な特産産地づくりを進め、収益性の高い水田農業の確立を図る。

２ 事業概要

事 業 内 容 （１）京の米 産地づくり事業費 ３９，７７５千円

事 業 内 容

○特別栽培米等の生産に必要な農業機械への助成

目 的 ○食味ランキング「特Ａ」獲得に向けた食味向上促進、良食味栽培モデル

対 象 ほ場の設置 等

方法等 ○米政策改革に係る地域水田農業推進協議会等の活動支援等

（２）京の黒大豆・小豆等産地づくり事業費 １８，８００千円

事 業 内 容

○小豆、黒大豆生産に係る農業機械への助成

○新たな産地づくりのための実証活動への助成

・生産、実需者、販売者等関係者による情報交換会等実施

・生産者部会づくりに対する助成 等

○飼料用米・米粉用米・麦・白大豆等に係る農業機械整備、生産・利用体

制づくり等への助成

担当課名 農産課 京の米・豆・保険担当 課・担当 電話番号 075-414-4953

農林水産－１－１０



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

有機農業・環境調和型農業支援事業費

予 算 額 ６ ， ０ ０ ０ 千 円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

「京都府人と環境にやさしい農業推進プラン」の実現に向けて､府内の有

機農業をはじめとする､地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農

活動を支援し、取組の拡大を通じて環境保全の向上を図る。

２ 事業概要

有機農業等直接支払交付金

事 業 内 容

事 業 内 容

目 的

対 象 ○ 化学肥料と化学合成農薬の５割削減に加えて、次の４技術メニュー

方法等 のいずれかの営農活動を実施する場合、技術を導入するための掛か

り増しを面積に応じて支援

・支援対象技術

有機農業、緑肥(ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟ）栽培、草生栽培、冬期湛水

○事業主体

・農業者、集落営農(農業者グループ）組織

○支援単価

・１０ａ当たり８，０００円

担当課名 農産課 環境にやさしい農業推進担当 課・担当 電話番号 075-414-4966

農林水産－１－１１



平成２３年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部・農林水産部

京力農業づくり事業費

事 業 名 丹後・食の王国構想プロジェクト推進事業費

予 算 額 ３６，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

丹後地域の持つ良質で豊かな地域資源である「食」をテーマに、丹後あじわい

の郷を核として､丹後地域一帯に「食」関連の産業が連たん立地する一大回廊を

構築することを目指す「丹後・食の王国構想」の実現を図る。

２ 事業概要

(1) 食のネットワーク形成と拠点づくり

①「丹後・食の王国」拠点化推進事業

丹後あじわいの郷において

・構想推進の拠点化に向けた一部リニューアル

・定期市（マルシェ）の開催による地域の食材の販売拠点としての機能拡充

②食のネットワークづくり事業

・地域内の食関連業者、団体等のネットワーク化による異業種交流

(2) 食と観光との連携

事 業 内 容 ①「丹後・食の王国」ご当地グルメ祭、フェア開催事業

目 的 ・丹後の食文化を発信し、観光誘客を図るグルメ祭を開催

対 象 ・京都市内主要ホテル等において、丹後地域の食材を活用したメニューを提

方法等 供するフェアを開催

②丹後あじわい食発掘・発信事業

・丹後に伝わる郷土料理、名物料理等を選定・レシピ化し、地域外へのPRや

飲食店等での提供を拡大

(3) 食関連ビジネスの創出と拡大

①「丹後・食の王国」食の大商談会、首都圏展示会開催事業

・丹後あじわいの郷にバイヤーを招聘し、地元企業が売り込みを行う「逆商

談会」を開催

・首都圏で開催される展示会等に「食の王国」ブースを出展

②丹後地域「食」の人材育成事業

・生産から加工品開発、販路開拓等の事業化までの｢６次産業化｣の取組を指

導できる地域の中核的人材を育成

③「丹後の新おみやげ品」開発支援事業

・地域内の食関連事業者等による、地域内の食材を活用したおみやげ品の開

発及びマーケティングを支援

担当課・担当 産業労働総務課 企画・地域戦略担当
課･担当 電話番号

075-414-4819

農村振興課 地域活性化担当 075-414-4906

農林水産－１－１２



農林水産－１－１３

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 事 業 費

予 算 額 ４９９，１６６千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
耕作放棄地の増加等により国土の保全、水源のかん養等の多面的機能の低

下が懸念される中山間地域等において、農業生産活動の維持を通じて、多面

的機能を確保するという観点から直接支払を実施する。

２ 事業概要
(1)対 象 地 域：地域振興８法（特定農山村・山村・過疎・半島等）

及び知事特認地域

(2)対象農用地：農振農用地区域内の一団の農用地（１ ha 以上）であって、

以下の基準を満たすもの
①急傾斜地（田 1/20、畑 15 度以上）

②自然条件により小区画・不整形な田

③緩傾斜地（田 1/100、畑 8 度以上）、又は高齢化率・耕作放棄率の高い農用

事業内容 地で市町村長が特に必要と認めるもの

(3)対象行為：集落協定等に基づき、５年間以上継続して行われる農業生産

目 的 活動等

対 象 (4)対 象 者：集落協定等に基づき、５年間以上継続して農業生産活動等を

方法等 行う者

(5)実施期間：平成２２年度～２６年度

(6)交付単価： （単位：円／ 10a）
急 傾 斜 緩傾斜等

（田 1/20 ～、畑 15 度～） （田 1/100 ～、畑 8 度～）

田 ２１，０００ ８，０００

畑 １１，５００ ３，５００

※加算単価 水 田 畑

規 模 拡 大 加 算 １，５００ ５００

土 地 利 用 調 整 加 算 ５００ ５００

小規模・高齢化集落支援加算 ４，５００ １，８００

法人設立加算(特定農業法人) １，０００ ７５０

法人設立加算(農業生産法人) ６００ ５００

※ただし、農業生産活動等の体制整備として取り組むべき事項を実施しない場

合には、上記単価に０．８を乗じた額とする。

(7)実施主体：市町村

(8)負担区分：
国 府 市町村

８法地域 １／２ １／４ １／４

特 認 １／３ １／３ １／３

(9)平成２３年度対象見込面積
５，０７９ｈａ

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９１７



農林水産－１－１４

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

農業経営体生産環境整備事業費

予 算 額 ５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

農業新規参入経営体が単独で行う周辺の農道・用排水路等の維持管

理について支援し、競争力強化を図る。

事業内容 ２ 事業概要

目 的 ① 対象経営体

対 象 「農と環境を守る地域協働活動支援事業費」の実施区域に入ってい

方法等 ない農業生産法人、農業参入企業

② 対象地域

農振農用地

③ 対象事業

農道、集落道、用排水路、畦畔の維持管理

農道、集落道の舗装 等

④ 補助単価等

補助単価 ４，４００円／１０ａ（上限 １，０００千円）

※ 補助額は、補助単価に経営面積を乗じた額

⑤ 補助対象期間

１経営体当たり２年間

※ 施設の維持管理、機能回復を集中して行う期間

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当電話番号 075-414-4906



農林水産－１－１５

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京力農業づくり事業費

農と環境を守る地域協働活動支援事業費

予 算 額 ２０８，７００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域ぐるみで行う、農地や農業用水等の保全を図る共同活動や施

設の長寿命化を図る向上活動、化学肥料や化学農薬の使用低減への

取組等を総合的に支援することで、農地・水・農村環境といった資

源の保全や環境にやさしい営農活動を推進し、地域コミュニティづ

くりをはじめとした地域力の再生を図る。

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

対 象 区 分 事 業 内 容 予算額

方法等

農地の保全、水路の泥上げ・草刈りなど 千円

農地・水 資源の適切な保全に加え、施設の長寿命化

・農村環 や景観形成などの効果の高い地域ぐるみの

境保全向 共同活動を総合的に支援する。 200,000
上活動支

援 事 業 支援単価 水田 10a 当たり 4,400 円

畑 10a 当たり 2,800 円ほか

上記事業に取り組む活動組織・集落のう 千円

ち、技術の実証・土壌調査などの営農基礎

環境保全 活動及び農薬や化学肥料の使用を５割以上

・自然共 削減する先進的営農活動を支援する。

生農業推 ※平成 22 年度までの採択組織への支援

進 事 業 8,700
(1)営農基礎活動

支援単価 １地区当たり 10 万円

(2)先進的営農活動

水稲 10a 当たり 6,000 円ほか

担当課名
農村振興課 地域活性化担当

課・担当 電話番号
075 - 414 - 4900

農 産 課 環境にやさしい農業推進担当 075 - 414 - 4966



農林水産－２

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」事業費

予 算 額 ４１６，７７０千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

農山村地域は、安全な食料や水、空気の供給など府民生活を支える

「命の里」であるが、後継者不足や農林地の荒廃など厳しい状況にあ

るため、里の人づくりや基礎づくりに資する事業を総合的に実施し、

過疎化・高齢化の進む農山村地域の再生を図る。

事業内容

目 的 ２ 事業概要

対 象

方法等 里の人づくり

複数集落の連携や集落と大学等多様な主体が連携した組織の育成及び

活動支援、行政や民間人材の派遣及び地域の次期リーダーの育成等によ

る人材支援等を実施

○里の人づくり事業費 ４４，７７０千円

里の基礎づくり

住民協働による生活道路や農業用施設等の整備・保全、地域が自ら考

え実践する地域課題解決の事業の実施等を支援

○里の基盤整備事業費 ３４４，０００千円

○里の地域活力再生事業費 ２３，０００千円

○里の地域見守り事業費【新規】 ５，０００千円

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当電話番号 075-414-4906



農林水産－２－１

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」事業費

里 の 人 づ く り 事 業 費

予 算 額 ４４，７７０千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
農村地域は、安全な食料や水、空気の供給など府民生活を支えるいわば

「命の里」であるが、後継者不足や農地の荒廃など厳しい状況にある。

そのため、過疎化・高齢化集落を含む農村地域の複数集落による連携組

織の設立や、地域の実情に応じた里力再生計画の策定、再生計画に基づく

活動を支援して、地域と共に協働することにより、地域の絆を回復し、知

恵を出し合い課題解決に取り組む力である「里力」を再生し、過疎化・高

事業内容 齢化の進む農村地域の再生を図る。

目 的 ２ 事業概要

対 象 (1)地域連携組織設立活動支援事業 (地域連携組織)

方法等 地域連携組織等の運営・活動に要する経費に対し補助

・里力再生計画づくりや各種事業の調整、実施など地域連携組織の運営

・地域資源の活用に向けた調査・検討

・地域連携組織の中心となって調整等を行う里力再生推進員の設置

・地域課題の解決に向けた適地適策事業の実施

補助率：府 １／２、市町村等 １／２

(2)ふるさと共援活動支援事業 (共援組織)

過疎化・高齢化の進んだ農村集落と、大学等の地域外の協力者で構成する「ふる

さと共援組織」の活動の取組を支援

補助率：府：１／２、市町村１／２

(3)人材支援事業 (京都府)

①「里の仕事人」の配置・活動

地域連携組織等の運営や事務処理等を支援する「里の仕事人」（府職員）の配置

・活動

②「里の仕掛人」の配置・活動

地域のマネージメントや外部企業等とのネットワークの形成、生活サポート・地

域おこしや社会的起業を行う民間人材「里の仕掛人」の配置・活動

③地域人材の育成

地域連携組織の自立的取組のため、次期リーダー候補の発掘や企業やＮＰＯ・行

政等多様な主体が連携して行う人材育成の実施

④里力再生推進事業

府、市町村、外部専門家等で構成する支援グループが行う地域連携組織への連携

・調整活動

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当電話番号 075-414-4906



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」事業費

里 の 基 盤 整 備 事 業 費

予 算 額 ３４４，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
後継者不足や農地の荒廃など厳しい状況にある農村地域において、複数

集落が連携・協力して生活環境基盤や農業生産基盤、営農基盤を維持保全

するために取り組む活動等を支援することにより、農村地域の再生を図る。

２ 事業内容

区分 事 業 内 容 予算額

事業内容 生活環境 未整備や劣化、狭小や見通し不良など、日常的な 千円

基盤 利用に支障を来している生活道路や生活用排水路の 130,000
目 的 補修など、生活環境基盤の整備に要する経費を補助

対 象 【実施主体】市町村、地域連携組織等

方法等 【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】集落内の生活道路や生活用排水路等の

補修、転落防止柵や街灯の設置など

農業生産 劣化等により機能が低下している農道や農業用水 千円

基盤 路の補修など、農業生産基盤の総合的一体的な整備 162,000
に要する経費を補助

【実施主体】市町村、土地改良区等

【補 助 率】２／３以内

【 対 象 】農道、農業用水路の補修、法面補修、

暗渠排水、客土、鳥獣害防止柵設置、ため池応急

補修、転落防止柵設置など

営農基盤 複数の集落単位で地域農業を互いに支え合う広域 千円

的な営農体制を構築するために必要な施設・機械の 52,000
整備に要する経費を補助

【実施主体】集落営農組織 等

【補 助 率】１／２以内

【 対 象 】農業用機械・施設、農産物販売・加工

用機械・施設、新規参入者住宅の改修など

担当課名 農村振興課 地域活性化,基盤担当 課・担当 電話番号 075-414-4906,5048
担い手支援課 農業ビジネス担当 075-414-4908

農林水産－２－２



農林水産－２－３

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」事業費

里 の 地 域 活 力 再 生 事 業 費

予 算 額 ２３，０００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

過疎・高齢化の進む農山村地域が抱える多様な課題を解決するため、複数集落が

連携して再生活動に取り組む「地域連携組織」が自らが考え実践する地域課題解決

の取組を支援するとともに、過疎・高齢化の進む集落の生活実態を詳細に調査する。

２ 事業概要

（１）地域課題解決支援事業（20,000千円）

事業内容 地域が自ら運営する生活交通事業や地域ぐるみの高齢者見守り、巡回健康相談

の実施など、地域が自ら考え実践する地域課題を解決するための事業の実施に要

目 的 する経費を支援

対 象 ○事業主体 地域連携組織等

方法等 ○補 助 率 ２／３以内

○事業内容（想定事業）

移住定住の促進（空き家改修、移住者の募集等）

生活交通（地域自主運行デマンド交通システムの導入等）

情報・防災（地域情報の発信、防災体制の強化等） 等

（２）命の里実態調査事業（3,000千円）

平成 22 年国勢調査結果に基づく過疎・高齢化の進む農山村集落を対象に、生

活上の課題や集落の協働活動などの実態を地域への聞き取り等を中心に詳細に調

査

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当電話番号 075-414-4906



農林水産－２－４

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 共に育む「命の里」事業費

里 の 地 域 見 守 り 事 業 費

予 算 額 ５，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

過疎・高齢化の進行により、安心・安全な暮らしの維持が危ぶまれ

る集落について、ＮＰＯ、地域連携組織等が実施する見守り活動を支

援する。

事業内容

２ 事業概要

目 的

対 象 事業主体：市町村

方法等

補 助 率：府 ２／３、市町村 １／３

事業内容：一定の基準に基づき、生活の維持が困難と判断される集落に

対し、以下の支援を実施

・買い物や通院・通所等の送迎又は代行支援

・緊急時の通報装置の配備

・定期的な訪問による安否確認、暮らし相談

・除雪や家事支援、給食等宅配 等

担当課名 農村振興課 地域活性化担当 課・担当電話番号 075-414-4906



農林水産－３

平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京都モデルファーム推進事業費

予 算 額 ５，０００千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

高齢化等により集落内農地の活用が困難である一方、耕作放棄地の再生を

通じた集落との協働による社会貢献活動等を指向する企業等が増加している。

こうした双方のニーズを京都府がマッチングすることにより、多様な主体

が、地域と協働して取り組む農地の保全活動を推進し、農地の有効活用を図

事業内容 る。

目 的

対 象

方法等 ２ 事 業 概 要

(1) 参入企業等の支援

事 業 主 体 京都府

事 業 内 容 参入意向企業等への相談業務

企業等と集落のマッチング支援

(2) 集落の支援

事 業 主 体 京都府農業会議

事 業 内 容 参入支援員（仮称）を設置し、耕作放棄地の再

生方策等の策定を支援

担当課名 担い手支援課 農地担当 課・担当 電話番号 ０７５－４１４－４９１０



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農林水産部

事 業 名 ふるさとのあすをひらく新規就業支援事業費

予 算 額 ３１，９１１千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣旨
農林水産業の新たな担い手の確保を図るため、農林水産業への就業希望

者の相談窓口として「農林水産業ジョブカフェ」を設置・運営する。

併せて、地域において技術習得から就農まで一貫して支援する「担い手

養成実践農場」を設置することにより、円滑に新規就農できる総合的なシ

ステムを構築する。

２ 事業概要
（１）農林水産業ジョブカフェ事業

事業内容
事業主体 京都府（京都アグリビジネス２１（仮称）に委託）

目 的

対 象 事業内容 １ 農林水産業ジョブカフェの設置・運営（京都テルサ内）

方法等 ○専任の相談員及び受入地域との調整を行う就農アドバイザー

の設置

○農業・林業・水産業への新規就業希望者に対する相談業務

○就業希望者と農村を結ぶイベントの開催や実践農場等研修先

の紹介、斡旋等の就業支援活動

２ 農業体験研修の実施

○京都での就農・就業を目指す新規就農・就業希望者に対する

農業体験等の実施

（２）実践農場整備事業

就農希望者が研修を修了し、就農後も同じ地域・農地で継続して営農

できる「担い手養成実践農場」の整備

事業主体 府（一部を京都アグリビジネス２１ 市町村（補助金）

（仮称）に委託）

事業内容 ○農場運営管理者の設置及び ○農村生活についてのアドバイス

研修終了後も同一農地で就 を行う担い手づくり後見人の活

農できる実践農場の選定 動費

○研修期間中における技術指 ○農地の簡易整備費、住宅改修費、

導者の設置費及び農地の借 研修用農機及びパイプハウス等

上費や住宅家賃の経費負担 研修用施設の借上費

対 象 者 新規就農希望者（新規参入者及び定年帰農農業者等）

担当課名 担い手支援課 新規就業・金融担当 課・担当 電話番号 075-414-4902

農林水産－４



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農林水産部

事 業 名 五感いきいき農の食育推進事業費

予 算 額 １,０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

子ども達をはじめとする府民が、食農体験を通じて五感を活性化

事 業 内 容 する食育の推進を図る。

２ 事業内容

目 的 （１）食農教育を担う人材育成を推進

対 象 子ども達に農作業等をわかりやすく体系的に指導できる農業者を食農

方法等 教育サポーターとして養成するための講座を開催

（２）学校や地域における食農体験の取組を促進

土づくり方法や作物の管理方法などのデータを集めた指導書の作成等

により、学校や地域での農場体験の取組を促進

担当課名 食の安心・安全推進課 課･担当 電話番号 075-414-5652
食育・地産地消担当

農林水産－５



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 「いただきます。地元産」プラン推進事業費

予 算 額 ６，５００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

次代を担う子ども達等に、給食を通じ、より安心で新鮮な地元産農産物
を提供するとともに、地域の食や農への理解促進を図る。

２ 内 容

事 業 名 事 業 内 容 事 業 費

事 業 内 容 千円

地元産米の給食利用 市町村が学校給食に地元産米を利 ６，０００
目 的 推進事業 用する際、その使用量に応じて助成

対 象

方 法 等 「いただきます。地 ・地元産農産物を利用した学校給食
元産」プラン推進事 が実施されるよう推進 ５００
業

・地元産農産物の利用に意欲的な取
組を行った病院・福祉施設等を「た
んとおあがり。京都府産」施設とし
て認定し、拠点づくりを推進

・地域の食や農への理解を図る取組
を推進

課 ・ 担 当
担当課名 食の安心・安全推進課 食育・地産地消担当 ０７５－４１４－５６５２

電 話 番 号

農林水産－６



平成２３年度当初予算案主要事項説明

健 康 福 祉 部

農 林 水 産 部

事 業 名 きょうと「食の安心・安全」確保事業費

予 算 額 ３０,３１３千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

多発する食品偽装や残留農薬等、府民の食への不安が高まる中、関係

部局が連携し、食品表示の適正化、食品衛生監視指導等を強化すること

により、府民の食への信頼の回復を図る。

２ 事業内容

○ 食品表示パトロール ２，０００千円

事業内容 産地偽装など食品表示に関する事件が多発する中、関係職員（農林水

産・健康福祉・府民生活）が合同巡回調査を実施することにより、違反

目 的 事実に効率的かつ迅速に対応し、食の安心・安全を確保する。

対 象

方法等 ○ 食品衛生監視指導 １４,１９８千円

食品衛生推進員「京の食“安全見はり番”」等による自主衛生管理の推

進、食品衛生監視機動班による事業者への監視・指導の実施や食品等の

残留農薬、添加物等の検査体制を充実し、食の安心・安全を確保する。

○ 食品検査 ４,５３８千円

府内に流通している食品等の検査を行い、その結果を定期的に公表す

ることにより食の安心・安全を確保する。

○ 遺伝子組換え食品検査 ４,８７２千円

ＤＮＡ検査機器により遺伝子組換え食品の分析を実施し、表示内容の

検査を行うことにより、食の安心・安全を確保する。

○ 拠点保健所業務管理基準(ＧＬＰ)導入 ４,７０５千円

ＧＬＰ(業務管理基準)の導入により、精度管理体制の構築、検証体制

の整備を図り、検査の信頼性を確保する。

生活衛生課 食品衛生担当 課・担当 ０７５－４１４－４７７３
担当課名

食の安心・安全推進課 食の安全担当 電話番号 ０７５－４１４－５６５４

農林水産ー７



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 「茶の極み塾」支援事業費

予 算 額 １，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

北部地域の茶業に新規参入した担い手が、製茶技術や先進的栽培管

理技術を習得するために京都府茶業会議所が設置する、「茶の極み塾」

の活動を支援する。

２ 事業概要

(1)事 業 主 体 茶の極み塾

事 業 内 容

目 的 (2)事 業 期 間 平成２１～２３年度

対 象

方法等 (3)対 象 者 北部地域の茶業に新規参入し、基礎的な茶園栽培

管理技術を習得した担い手

(4)研 修 内 容 ○製茶技術研修

もみ茶、てん茶製茶技術実技研修等

○先進的栽培技術研修

早期成園化技術等

(5)補 助 率 １／３

担当課名 農 産 課 宇治茶特産振興担当 課・担当 ０７５－４１４－４９６１

電話番号

農林水産－８



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京の森を守り育てる担い手１，０００人づくり事業費

予 算 額 １１４，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京都の豊かな森林を守り育てる担い手を確保・育成するため、林業

トレーニングセンターの機能を強化し、林業への就業希望者に対する

実践研修等をはじめ、モデルフォレスト運動など先駆的取組を盛り込

んだ研修を実施するとともに、人材育成の拠点となる「林業大学校」（仮

称）の平成２４年度の開校に向けた体制の整備を図る。

２ 事業内容

（１）林業トレーニングセンター機能強化

○森林組合等事業体への本格就業に向けた実践研修等を実施

事 業 内 容 ○林業に関心がある方が気軽に林業を体験できる研修の実施

○モデルフォレスト運動等多様な森林づくり運動を推進する人材を

目 的 育成するための研修の実施

対 象

方 法 等 （２）「林業大学校」（仮称）開設準備

○研修・教育プログラムの企画・立案・実施 等

○施設の整備に向けた耐震調査の実施

林務課 企画・経営担当 課 ・ 担 当 075-414-5015

担当課名 林務課 林業振興担当 電 話 番 号 075-414-5014

モデルフォレスト推進課 推進担当 075-414-5013

農林水産－９



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 京 都 モ デ ル フ ォ レ ス ト 創 造 事 業 費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

森林所有者、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、大学、行政等の

様々な分野が連携した地域組織を設置し、府民参画、府民協働によ

る多様な森づくりを推進するとともに、京都モデルフォレスト協会

が行う企業参加の森づくりや活動団体のネットワーク化等の取組と

連携し、府民みんなで京都の森を守り育む「京都モデルフォレスト」

運動を推進する。

２ 事業概要

①モデルフォレストネットワークづくり事業

事業内容 多様な主体の参画による「地域協議会」を設置し、地域ごとの多様な

活動を推進するとともに、京都モデルフォレスト協会の取組を支援する。

目 的

対 象 ②府民参画促進事業

方 法 等 条例に基づく重点区域内で森林所有者と協定を締結して森林の利用及

び保全を行う活動団体に対して、その活動に係る経費の一部を助成する

とともに京都モデルフォレスト協会が行う「モデルフォレスト推進セン

ター」の設置を支援する。

③森林利用保全促進事業

市町村による重点区域候補地の調査を支援するとともに、森林利用保

全計画の策定に向けた合意形成を図る。

３ 事業主体 京都府、市町村等

担当課名 モデルフォレスト推進課 推進担当 課・担当 電話番号 075-414-5005

農林水産－１０



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 由良川里山回廊構想推進プロジェクト事業費

予 算 額 １，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

由良川流域の里山を、そこに暮らす人々の生活の場や農林水産物の生産

基地と位置付け、里山の有形資源や食文化等の無形資源、地域住民やＮＰＯ

などの人的資源を結び付け、里山の価値を見直し、新しい光を当てること

により、里山の魅力を発信するとともに農林水産業やものづくり産業、観

事業内容 光振興等を図る。

目 的

対 象 ２ 事業概要

方 法 等

里山の資源や文化、里山活用事例等の啓発冊子の作成や構想を推進する

活動団体の交流会や学習会、国民文化祭や由良川市民講座の開催等を通じ

て、地域住民や児童･学生等に地域の里山資源等の普及啓発を行う。

担当課名 モデルフォレスト推進課 推進担当 課・担当 電話番号 075-414-5005

農林水産－１１



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 低 コ ス ト 高 生 産 シ ス テ ム 技 術 養 成 事 業 費

予 算 額 ３，１７５ 千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

林業採算性が悪化している現状において、森林整備の推進には作業

路網の整備や高性能林業機械等を活用したコスト削減が不可欠であり、

それを担う人材の育成・確保が必要である。

そのため、高性能林業機械等を使用した低コスト林業の実践的な研

修を実施することにより、低コスト林業推進の基幹的な担い手の養成

を行う。

２ 事業内容

森林組合等の作業員に対し、高性能林業機械等を使用した低コスト

事 業 内 容 林業実践のための実地研修を実施する。

○低コスト作業路網の開設

目 的 ○高性能林業機械による伐採・集運材

対 象 （スイングヤーダ、プロセッサ、フォワーダ 等）

方 法 等 ○森林施業プランの作成

３ 実施方法

(財)京都府林業労働支援センターへの委託

担当課名 林務課 林業振興担当 課・担当 電話番号 075-414-5014

農林水産－１２



平成２３年度当初予算案主要事項説明
農 林 水 産 部

事 業 名 野生鳥獣被害総合対策事業費

予 算 額 ４０７，０００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

野生鳥獣による農林業被害等を防止するため、有害鳥獣の捕獲

や地域ぐるみの防除対策、生態系の保全を行うなど、幅広い取組

を総合的に推進する。

２ 事業概要

①有害鳥獣捕獲の担い手確保

新規担い手を確保するための勧誘活動や猟銃貸与の支援、捕獲

班員を短期に育成するための講習に要する経費

事業内容

有害鳥獣捕獲班員短期育成事業【新規】

目 的 狩猟インターンの初心者講習や指導者の養成を行い、有害鳥

対 象 獣捕獲班員を早期に育成

方 法 等

②有害鳥獣の捕獲推進

市町村による有害鳥獣捕獲や隣接府県との広域捕獲、個体処分

等捕獲の推進に要する経費

ニホンザル被害総合対策事業【新規】

サルに発信器を装着し、移動式受信機や接近警報システムに活

用することにより、効率的な捕獲と追い払いを促進

③地域ぐるみで取り組む防除対策

有害鳥獣侵入防護柵の設置、バッファゾーン整備等に要する経費

④森林生態系の保全・鳥獣生息環境の整備

クマ剥ぎ被害防止や希少植物保護柵の設置に要する経費

担当課名 森林保全課 野生鳥獣担当 課･担当 電話番号 075-414-5022

農林水産－１３



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

事 業 名 森林の恵みを届ける京の森整備事業費

予 算 額 ２，３４５，５６１千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

森林の有する国土保全・水源かん養・ＣＯ２吸収機能や里山を

保全する機能等を高度に発揮するため､間伐等森林整備を推進し､

併せて森の恵みである木材の利用拡大を支援する。

２ 事業概要

間伐等森林整備や里山整備を実施し、府民参加による森づくり

を推進するとともに、間伐材等府内産木材の利用促進に向けた取

組を実施する。

事業内容

目 的

対 象

方 法 等

林務課 林業振興担当 075-414-5002

担当課名 林産振興担当 課 ・ 担 当 075-414-5009

森林保全課 森林土木担当 電 話 番 号 075-414-5028

モデルフォレスト推進課 推進担当 075-414-5005

農林水産－１４

（単位：千円）

公共施設等での府内産材の利用促進

(43,400) 木材の利用施設整備及び流通等支援

(330,169)

＜モデルフォレスト運動の推進＞

合　　　計

豊かな緑を守る条例に基づく府民参加による森づくりの推進

2,345,561

京都モデルフォレスト創造事業費 10,000

水源林緊急整備事業費【新規】 (335,940)

(300,000)

事　　業　　の　　概　　要

利用間伐や奥地等の条件不利な森林の整備を加速的に推進

＜環境の保全＞

1,458,205森林整備加速化事業費

親水施設での府内産間伐材の利用促進

ウッドマイレージＣＯ２認証木材を使用した木造住宅の建築に
対し、緑の交付金を交付。間伐材出材支援、木材利用啓発活
動等支援

京の木の香り整備事業費 200,000

森林病害虫対策事業費

里山荒廃防止対策事業費

古都の森景観保全対策事業費

(4,787)

＜森の恵みの活用＞

(115,600)

事　　　　　　項 予　算　額

ふるさとの森づくり事業費

森づくり加速化事業費

(195,000)

民有林･保安林・高齢級林の間伐･除伐

水源林に作業道を敷設し森林の整備を実施

ナラ枯れや松くい虫等の防除対策

病害虫や放置竹林の被害を防止し里山の再生を推進

奥地等の条件不利な森林の整備を加速的に実施

ナラ枯れ・松くい虫等による被害や放置竹林の拡大による里山
荒廃の防止対策に対する助成

集落周辺の保安林等の間伐･除伐

(627,265)

京都市域の森林におけるナラ枯れ・松くい虫等による被害防止
対策に対する助成

豊かな里山再生事業費

(124,400)

259,787

基盤整備事業費（造林･治山）

人家裏・道路沿いのナラ枯れ被害対策

環境にやさしいウッドマイレージ認証
木材推進事業費【一部新規】

感じてください京の木づかい事業費

府内産木材の需要拡大の取組を支援

とり戻そう京の里山復活事業費
【新規】

(15,000)

森林の恵み利用促進対策事業費

府内産木材利用促進事業費 417,569

(44,000)



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

森林の恵みを届ける京の森整備事業費

事 業 名 水源林緊急整備事業費

予 算 額 ３３５，９４０ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

府民の安心・安全をささえる水源地域の森林を保全整備するため、森林作

業道の敷設と併せて、集約化し効率的な森林整備を行うことにより、更なる

森林吸収源対策の推進と、間伐材の搬出による府内産木材の利用の拡大を図

る。

２ 事業内容

実施主体 市町村、森林組合等

○集約化による計画的で効率的な間伐の実施

事業内容 ○高性能林業機械等により、間伐材を搬出す

事 業 内 容 る森林作業道の敷設

補 助 率 定 額

目 的 23年度予算額 ３３５，９４０千円

対 象

方 法 等

担当課名 林務課 林業振興担当 課・担当 電話番号 075-414-5014

農林水産－１５



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

森林の恵みを届ける京の森整備事業費

事 業 名 府内産木材利用促進事業費

予 算 額 ４１７，５６９ 千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

府内産木材の需要拡大等の取組を支援し、間伐材等木材の利用拡大を進め

ることにより、森の恵みである木材に囲まれた豊かな府民生活の実現と適切

な森林の整備に繋げる。

２ 事業内容

（１）環境にやさしいウッドマイレージ認証木材推進事業費（44,000千円）

【緑の交付金 ３９，８００千円】

ウッドマイレージCO2認証木材を使用し、新築・増改築した住宅等に対

し、その使用量に応じて交付

事 業 内 容

【京都府産木材出荷倍増事業 ３，０００千円】

目 的 間伐材の出荷を増加させた者に対する出荷奨励金

対 象

方 法 等 【環境にやさしい京の木ふれあい推進事業 １，２００千円】

林業・木材産業関係団体が行う木材利用啓発等の活動に対する支援

（２）感じてください京の木づかい事業費（３３０，１６９千円）

公共施設等整備での木材利用

・御前松原交番（仮称）、府庁旧本館、京丹後市保育園等

（３）森林の恵み利用促進対策事業費（４３，４００千円）

木材の利用施設整備及び流通等への支援

・施 設 整 備：木質バイオマス利用ボイラー

・流通等支援：間伐材の加工等施設への輸送経費に対する支援

担当課名 林務課 林産振興担当 課・担当 電話番号 075-414-5009

農林水産－１６



平成２３年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部
建 設 交 通 部

事 業 名 緑 の 公 共 事 業 費

予 算 額 ３，１６３，６４９千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

地球温暖化の防止や水土保全、水源かん養等に不可欠な京都の森

林について、「緑の公共事業アクションプラン」に基づき、「豊かな

緑を守る条例」の制度を活用しながら、多様な主体の参加と連携で

森林を守り育てる様々な取組を促進することにより、緑豊かな環境

事業内容 を守り、併せて新たな雇用を創出する。

目 的 ２ 事業概要

対 象

方 法 等

▲

京都モデルフォレストの推進 １事業 １０，０００千円

京都の森林を府民ぐるみで守り育てるモデルフォレスト運動を推進
▲

公益性の高い森林の整備 ６事業 １，６４３，１２８千円

放置森林、風倒木被害森林や水源地域の森林等の整備推進

▲

新規雇用の創出 ２事業 １１５，６５５千円

新規就業希望者への研修や森林整備事業を通じた担い手育成

▲

木質資源の積極的な利活用 ９事業 ７０９，０７９千円

公共事業等への間伐材利用の促進、ウッドマイレージCO2認証制度に

よる府内産材利用の促進

▲

森林生態系の保全 ６事業 ６８５，７８７千円

野生鳥獣対策、森林病害虫対策の推進

担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当 電話番号 075-414-5015

農林水産－１７



緑の公共事業一覧

（単位：千円）

区分 事業内容 予算額 担当部局

１
京都モデルフォ

京都モデルフォレスト創造事業費 10,000 農林水産部
レストの推進

２ 公益性の高 いのちと環境の森づくり事業費 3,608 農林水産部

３ い森林の整 災害に強い森づくり事業費 41,000 農林水産部

４ 備 安心・安全の森整備事業費[公共治山] 122,487 農林水産部

５ 風倒木被害森林緊急再生事業費[公共造林] 14,653 農林水産部

６ 低コスト高生産システム技術養成事業費 3,175 農林水産部

７ 森林整備加速化事業費 1,458,205 農林水産部

８ 新規雇用の 緑の公共担い手育成事業費 1,655 農林水産部

９
創出

京の森を守り育てる1,000人づくり事業費 【新規】 114,000 農林水産部

10 木質資源の 京の木の香り整備事業費 200,000 農林水産部

11 積極的な利 森のゼロエミッション治山事業費 28,800 農林水産部

12 活用 緑の河川復活事業費 40,000 建設交通部

13 緑の渓流復活事業費 1,000 建設交通部

14 緑の散策道等再生事業費 4,000 建設交通部

15 府営住宅建設費 17,710 建設交通部

16 環境にやさしいウッドマイレージ認証木材推進事業費 44,000 農林水産部

【一部新規】

17 感じてください京の木づかい事業費 330,169 農林水産部

18 森林の恵み利用促進対策事業費 43,400 農林水産部

19 森林生態系 特定鳥獣保護管理推進事業費 19,000 農林水産部

20 の保全 野生鳥獣被害総合対策事業費 407,000 農林水産部

21 森林病害虫対策事業費 4,787 農林水産部

22 里山荒廃防止対策事業費 115,600 農林水産部

23 古都の森景観保全対策事業費 124,400 農林水産部

24 とり戻そう京の里山復活事業費 【新規】 15,000 農林水産部

合 計 3,163,649

農林水産－１７－１



農林水産－１８

平成２３年度当初予算案主要事項説明

文 化 環 境 部

農 林 水 産 部

事 業 名 農林水産業基盤整備事業費

予 算 額 ６，７２８，４２３千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

ブランド京野菜やブランド水産物などの生産振興により、京都の農林

水産業を未来につなげるため、生産基盤を整備するとともに、農山漁村

地域の整備を推進する。

２ 事業内容

事業内容 ■生産基盤の整備

目 的 ・京のブランド水産物の生産拠点整備（間人漁港 等）

対 象

方法等 ・効率的な間伐に必要な林道や林業機械の整備

・農産物の安定生産のための取水・生産施設整備（桂川久我堰 等）

■農山漁村地域の整備

・農業集落地域における排水施設の整備（農業集落排水）

・学校などの周辺環境と調和した排水路の整備（巨椋池３期地区）

担当課名
水環境対策課 計 画 担 当

課・担当
075-414-5209

農 村 振 興 課 基 盤 担 当 電話番号 075-414-5048

水 産 課 基盤整備担当 075-414-4994

林 務 課 林業振興担当 075-414-5002

森 林 保 全 課 森林土木担当 075-414-5028



農林水産－１９

平成２３年度当初予算案主要事項説明

健康福祉部・商工労働観光部・農林水産部

事 業 名 共に支える高齢者総合対策費

予 算 額 ３０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

高齢化、人口減少、過疎化が進展する中、地域経済・集落機能等の衰退により、

特に高齢者の安心・安全な暮らしの維持が危ぶまれることから、高齢者に対する総

合的な見守り活動を実施する

２ 事業概要

（１）高齢者見守り活動強化事業（20,000千円）

市町村社協を軸として、地域のボランティアグループやＮＰＯ、様々な団体、

地域住民と協働して、地域の高齢者の見守り活動や地域住民のニーズに対応した

事業内容 インフォーマル（制度外）サービス提供の仕組みづくりを行う

目 的 ○事業主体 市町村社協

対 象

方法等 （２）高齢者買い物サポート事業（5,000千円）

買い物が困難な地域において移動販売や宅配など、買い物の利便性を高める取

組を支援することにより、高齢者等の生活の質の向上及び地域の小売業者等の活

性化を図る

○事業主体 商店街団体等

（３）里の地域見守り事業（5,000千円）

過疎・高齢化が進み、集落の安心・安全な暮らしの維持が危ぶまれる集落への

通院・通所支援や定期的な生活相談の訪問など、NPO、地域連携組織等が実施す

る見守り活動を支援する

○事業主体 市町村

福祉・援護課 地域福祉･福祉のまち推進担当 075-414-4551

担当課名 貿易・商業課 商業・物流担当 課・担当電話番号 075-414-4839

農 村 振 興 課 地域活性化担当 075-414-4906




